
第28回岐阜県小学校算数科研究会　飛騨地区研究協議会　提案資料

数学的な思考力 唳Uﾈﾋｹ|ﾘ/�ﾘ(-�.倡y;�,ﾈ*�.雲ｲ�
可児市小学校算数科部会 

1テーマ設定の理由

学習指導要領における算数科の目標は以下のように示されている｡

算数的活動を通して､数量や図形についての基礎的.基本的な知識及び技能を身に付 

け､日常の事象について見通しをもち筋道立てて考え､表現する能力を育てるとともに､ 

算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き､進んで生活や学習に活用しようと 

する態度を育てるo 

したがって授業実践の中で､単元や1単位時間のねらいに直結した算数的活動を位置づ

け､確実に知識･技能を身に付けさせることが大切である｡そしてそれらを活用して日常

の事象を数理的にとらえ､見通しをもち筋道立てて考え､表現できる児童を育てることが

必要である｡その力が､日常の生活の中での問題を解決し､情報化社会をたくましく生き

抜く児童を育てることにつながると考える｡

以上のことから､可児市小算研では､本年度のテーマを上記のように設定し､実践を行っ

てきた｡

2　研究内容

【研究内容1】 �%�ﾋ8,YWH*�+ﾘ*)|ﾘ.(髯;h,俶x.ﾘ+�+ﾘ*)Uﾈﾋｲ��キーワードを明確にした単元 

指導計画の作成と活用 ��

①単元で身に付けさせたい数学的な思考力とは何か､その力を身に付けるとは､児童が

どんな姿になればよいのかを明確にして指導する｡

②単元で必要な算数用語を明確にし､単元指導計画に位置づけて指導に生かす｡

【研究内容2】単位時間の役割に応じた指導過程の工夫

①学習意欲を高める導入や問題提示を行う｡

②思考力･表現力を高めるために効果的な交流の場の位置づけ･言語活動を行う｡

【研究内容3】 舒��)4定ｮ馮ｹ4�,�&ﾘ�襍ｩEﾈ,ﾉ.�(X/�,ﾘ*�.�+ﾘ-�,ﾈ晳�ﾉ�Hｧx�5(�ｸ5�,ﾂ�

設定.編成の工夫 

①児童の実態に合わせたコースを設定する｡

②コースの編成の仕方を明確にする｡
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3　児童の実態

実践を行うにあたって､可児市内の小学校それぞれで､統一した質問によるアンケート

を行った｡
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4　実践

【研究内容1 ��ｩ%�ﾋ8,YWH*�+ﾘ*)|ﾘ.(髯;h,俶x.ﾘ+�+ﾘ*)Uﾈﾋｲ��キーワードを 

明確にした単元指導計画の作成と活用 ��

1-①単元で身に付けさせたい数学的な思考力とは何か､その力を身に付ける

とは､児童がどんな姿になればよいのかを明確にして指導する｡

ア　第3学年｢2けたの数をかける計算｣

【本単元を学習するための基礎･基本となる既習内容の明確化】

学習内容 倬�;h*ｩ�x,�,(*�,H*(.弍做ｹ>�vR�

何十,何百×1位 汎B�･十進位取り記数法の原理がわかるo(何十,何百を十,百のいく 

数の計算 凾ﾂ分ととらえるo) 

(3年) 勍何十,何百に1位数をかける乗法の計算の仕方を理解し,その 

計算をすることができるo 

2,3位数×1位 ���･2位数×3位数×1位数の筆算の仕方を理解し,その計算をす 

数の計算(3年) 凾驍ｱとができるo 

乗法の結合法則 �"�･乗法の結合法則について理解し,工夫して計算することができ 

るo 

{
【本単元の学習で身につけさせたい数学的思考力の明確化】

学習内容 倬�;h,��x,�,(*�+8+�+ﾘ*)�Hｧy4倡hﾖﾉ|ﾒ�必要な 既習内容 

何十をかける計算 售�ﾃ"ﾃ8見�H,�ﾘ�/�*�*�.��id�,ﾈﾇh螽,ﾈ覈_ｸ/�yﾒ�①,③ 

解し,説明することができるo 

2位数,3位数× 售(見�Bﾃ8見�H��(見�H,ﾉTﾘ螽,ﾈ覈_ｸ/�yﾘ��+Rﾉ��k��①,② 

2位数の計算 �+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

計算のくふう 唸�id�,ﾈﾏ�ｫyd��X.(ﾈｸﾘyd��X/�ｨ駅�+X+ﾒﾈ訷ﾝｸ,ﾈ.h*(ﾇb�①,②, 

算の仕方を考察するo �"�
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イ　第5学年｢小数をかける計算｣ (基礎コース)

･30×2.3の計算原理を説明する場面で､ 10倍して1/10にするという数的処理のみで終

わってしまう児童が多いのではないかと考えた｡そこで､以下のヒントカードを準備し､

問題場面に立ち戻り､数直線を用いて計算原理を考えさせ､表現できるようにした｡
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ウ　個人追究の考えのよりどころ

･個人追究では､まず｢前時の学習が使えないか｣､次に｢単元の中で学習したことが

使えないか｣､その次に｢今までに学習したことが使えないか｣､最後に｢形を変える

と今まで学習したことが使えるようにならないか｣で考えさせた｡

1-②単元で必要な算数用語を明確にし､単元指導計画に位置づけて指導に生

かす｡

ア　第6学年｢拡大図と縮小図｣

※ ｢5　授業実践｣で記述しています｡

ー1-1-4-



【研究内容2】単位時間の役割に応じた指導過程の工夫

2-①学習意欲を高める導入や問題提示を行う｡

ア　第2学年｢1000より大きい数｣

･はがきの枚数を求める問題場面で､はがき　2356枚を実際に見せて意欲を高め､量感を

つかませた｡

･誤答を示し､なぜ違うのかを考えさせる導入を行った｡

イ　第3学年｢2けたの数をかける計算｣

･イスに座れる人数を問う問題場面で､実際に児童をイスに座らせる活動を行い､生活場

面を想起させる導入を行った｡また､終末にも生活場面に戻す事で､進んで生活に生か

そうとする態度を養おうと考えた｡

り　第6学年｢比｣

･酢(色水)とサラダ油(水)を問題場面の比で実際に混ぜて見せた｡イメージをつかま

せると同時に､色の濃淡で比が同じものを見つけさせた｡

エ　第6学年｢比例と反比例｣ (基礎コース)

･毎時間､導入場面は黒板の前に児童を集めて行った｡児童の反応を見ながら問題を提示

した｡また､近くの児童同士ですぐに交流を行った｡

2-②思考力･表現力を高めるために効果的な交流の場の位置づけ･言語活動

を行う｡

形態 冦ｩ4��位置 

ペア交流 唸�8ﾊ�/�ﾏ�.ﾘ+X,�*ｨ.zH齷Zｨ,h7�4�,ﾈﾖﾈ*b���k�/�ｦﾘ*�-��個人追究後 

たり､まちがいを指摘したりする 

･説明する機会の確保 �4ｸｵ��

･本時大切な思考.表現の確かめ ��9�ﾈﾏ�zﾈﾎ2�

グループ交流 唳�(+Xﾘx*(/�+X,H-�,h,(,ﾈ�8ﾊ�,�-ﾈ,h-�.��個人追究後 

スクランブル交流 唳�ﾙvﾈ,椅ﾈ*h,亢8,8*ｺH齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h,iNH-x,Hﾖﾈ*h.�+�,h*｢�個人追究後 

できる 

･同じ考えの仲間と交流し､自分の考え.説明を確かめるo 侘)�ﾉ,xｸ�ﾎ2�

全体交流 唸*(*ﾘ,(*�,ﾈﾖﾈ*h,ﾉ(h*�.zH.h.榎x*(ﾖﾈ*h/�ﾅｨ*(+�+r� 

･自分の考えを深める 

･多様な意見を集約.分類したり､共通性を見つけたりし 

てひとつの定理を兄いだす 

･基礎コースでは｢ペア｣ ｢3人グループ｣ ｢全体｣交流を中心に行い､発展コースでは､

｢スクランブル｣ ｢全体｣交流を中心に行う｡

･交流は目的を児童にも周知し､聞き手が目的に合わせて反応できるよう指導した｡

･全体交流の場面では､児童のノートを拡大して全員が見られるようにする機器を活用し

た｡
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【研究内容3 ��ｨｮ��)4定ｮ馮ｹ4�,�&ﾘ�襍ｩEﾈ,ﾉ.�(X/�,ﾘ*�.�+ﾘ-�,ﾈ晳�ﾉ�B�

学習コースの設定.編成の工夫 

3-①児童の実態に合わせたコースを設定する｡

少人数指導を実施している学校では､基礎コース･ (中間コース) ･発展コースの2つ

または3つのコースを設定して指導を行った｡

3-②コースの編成の仕方を明確にする｡

ア　コース分けについて

単元の始めにレディネステストを行い､それをもとに本人(保護者)の希望を優先して

コースを決定した｡

イ　指導の形態について

･単元を通して習熟度別少人数指導で行う｡

･単元によって習熟度別少人数指導かTT指導かを決める｡

･ 1時間の授業の中で､ TT指導から習熟度別少人数にわける｡

☆Q-UとNRTのクロス集計表を生かした実態把握や学習活動の工夫

(1)机列の工夫

支援を要する児童(E-2)を窓側縦一列の席にし､つまずきに素早く対応できるように

する｡また､話し合いや教え合いがしやすい相手(A)を隣にし､仲間と一緒に学習でき

るようにする｡その他の児童もできるだけ互いの考えを認め合ったり教え合ったりして安

心して学習を進められるようにする｡

T3ic~1 0人≡B~17人　A10人

1　　　　　　　　　2

=二二二吏｢妄V二二コ
'　　　.　　　3/ ～

ト00`･:･:0--xo-<･ :-:-:-･:0- -　---.-←レ-こく.=-=.㌻-･人--I

▲

生活文複レ-′レ

(2)支援レベルに応じた学習活動の工夫
･一次支援レベルに属する児童(A,良-1)は自ら学習を進めていくことができるため､個

人追究で時間をもてあまさないように､計算の仕方だけでなく､その考え方を説明でき

るように指示するなど､より高い内容に挑戦させる｡また､終末の練習問題もたくさん

取り組めるように準備する｡

二次支援レベル(B-2,D)やE-1 (学習二次支援､生活三次支援)に属する児童には､ヒ

ントプリントを用意していく｡個人追求の場では､それをもとに考えをもてるようにす

る｡
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5　授業実践(6年｢拡大図と縮小図｣)

①単元指導計画

研究内容1-①､ ②に関わって

単元指導計画に､単位時間で大切にしたい算数用語や｢目指す子どもの表現｣を位置づ け主君器に指導した〇号-1 

吹 �,ｸ.x*"�主な学習活動 冽�ﾎ｢�めざす子どもの表現 儷ﾘ廁ｴｸ���

1 ��*ｹ�ﾈ,�+8.ｨ+ﾘ��1.素材を提示するD 偬8�ｩGｲ�【ペア交流】 ��x,ﾈ-ﾈ.ﾘ.��真を考察する活動を �"霹�*ｩ:�+jH��*H,h,ﾘ,x*H*(*H+�,b�横△倍 ��,ﾘ�3h-ﾂ�にある拡大図 

紘 �,ｨ+X,JHｦy�X.(�惲�なのか考察する. 凾ｷ､横4ます �.(��ﾘ,仆ｹj��

大 �,�,(*(,H,ﾈ･ID�/�yﾒ�㊨と㊤はの形が同じに見える理由 刧@は縦12ま 唸ｭi�8/�.�+ⅲ�

図 弌�+x.�,hｺH,唔_ｸｮ��を見つけよう 凾ｷ､横8ま �+ｸ.ｨ.x,ﾉ�ﾘﾆ��

と �,ﾉ?ﾈ,�+ﾙ�ﾘﾆ�,�,(*"�3.方眼の入った図形を使って､縦と 凾ｷo縦も横も �,�,(*(,I����

縮 �,H巍Gｸ,��*ｹ�ﾈ,�+2�横の長さを調べる○ �2倍になって �4�,�+(-x.h*B�

図 �.ｨ+ﾘ,ﾈ*俟ﾈ*h.�+�,b�4.縦も横も同じ割合で引き伸ばして 凾｢るから形 �,h+x.��ｸ�亊h�｢�

ができるo �*(.�*�.xﾆ�*ｩ:�+h,�,�.�+�,h/�ﾏ��zﾈ+x.��ｸ��7�4�ﾏ�zﾈ�｢�R�-ﾈ,h-�.薬��*ｩ:�+h,�,��.薬�

拡大図.縮図の関 ��駭)��/�F8簡+x.薬�対応する辺 ���7�4�ﾏ�zﾈ�｢�対応する辺 

係にある2つの図形 �"饑ｸｮ�,X,ﾘ,�*)�ﾘﾆ�,�,ﾈ,ZI�8,H,ﾂ�対応する角 ��､�ﾓ����の長さや角の 

について､対応する 兢8,ﾉ+x+8/��ｨ,�,H-ﾘ.ｨ,�.h*(+�,b�〇倍の拡大図 ��ｨ4�ﾓ����大きさについ 

辺の長さと角の大き �/�ｴ9WH*�+�.薬�1/△の縮 ��､"ﾓ�3S��て調べ､拡大 

さを調べる活動を通 緬�陌�+x.兢8,ﾉ+x+8,ﾉNH/�+(-x.h*F��図 ��ｨ42ﾓ�3S��図と縮図の概 

して､拡大図と縮図 �2饐8,ﾉNH/��8,I+(-x.薬���､2ﾓ�����ｨ4X6｣�����､Bﾓ�����ｨ4rﾓ�����､Rﾓ�3S���ｨ4蔦�3S��+�*�.y�陌��+x.乂�*ｨ+ｲ�.ｨ+ﾈ.ｩ9板�鎚�(���念を考えるこ 

の概念を理解するo 釘饐8,ﾉNH*ｩ�8,C�｣8,�,�,�,H*(.��+�,h/�ｦﾙDh+x.韮��9�ﾈﾏ�zﾈ�｢�B��陌�+x.乂�,ﾉ�X*ｸ+8/�+(-x,JH+ｲ�.ｨ+ﾈ.ｩ9�+X*ﾘ,�,�,H*(.�+�,h/�ﾏ��zﾈ+x.鑓��7�4��ｹ�9�ﾈﾏ�zﾈ�｢�R隕y�Y�ﾚH��ﾘ,ﾈ･ID�/�-ﾈ,h-�.���b�ｸ�n)��,偃h.��x-踉�凾ﾆができるo 【考】 
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②本時の展開
6. i.時巾ねらい

引き伸ばされた写貫を考雫する活動をi貞しノて､拡大や鈍小について･lTI･R･蓋をⅠ里嗣すうとともに､

方眼IT:,,i..っ[:E)矧二つし･･て対応する辺か何1-蓋になった巾か..考えることができ･急,;.

丁.泰時の展開.

.一号 乂x�ｨ斡���劔勍留意点/▲席助/◎諦LB+ 

つ �����9WH/�ﾈｸ訷+x.����b�劔�+' ･.研究内苔望-革ミ 

か 傚���*ｸ*ｸ*ｨ�9¥ｨ+8*�+霾阮X*ｨｽX耳,�.�ﾉYd�+�,ｸ+�.ｸ*I�旭u��ｨ磁��

むl ′～ き .き + .+ ,等 <串. i ヽ .._Sも ��剩2� 勍●叶巾義手とエよす古こtそ.せl 
≡や:I 二重喪準妻喜′_~L■=【三一~≡妄こ;≡, 劔 �� ��8+ﾘ*�,Xﾌ8*ﾘ�X��抦,�.���/�&&h6��.yZXﾙ�.h+8/�ﾘｻ�f粳jﾙG�8x<�*ｸ*ｵ��YE��+�篁e�ｽ�?ﾈ,�+ﾔS偵h/�|c�+r�ｸﾌ8+�,h,R��(,hｭ萎颱��ﾘ+��ﾙ(h,R�

& � ������ 
=,S=_-~~~l=:=i==:十編...七三 剪� ��

;Ttjh.粁≒:ド;苧:::::.戸〔 凩)KR粫�ﾒ醴粨v�粭WS38�:I&�傀�K粳Z��ｸ�2���｢������� 冲古よ引こ†も.ー■*亡ト- + n七の♯身心轟きに曽Bしてい 

､古 

塗も蟻も弼じよ引=絹ばしたも軌 従も綿も同じよ引=縮めたもげ)+ 劔壷,xｸh侍8E��"��(,iT(ｽ�+x+8,��)mSｨ*ｨﾏﾇX,h*"�*IN冕x*ｨ*�.�+ｲ� 

謡弁護海を提示する春,_ 劔�*ｸ+�.���｢��*(-�*�.ﾘ*�.tﾆｨ*)�ﾙ|ｨ,�,ﾒ��

I 亅H,hｫ8ﾙ�:�+hﾆ�,�6�9yﾙu(/�E��｢�劍*ｸ.h*I(h益j��唳��.俐X*ｸ+騫Ykｨ/��ｩ�X+8+�?ｲﾂ�G$ﾄ�b謦�$ょDｧIJ冉ﾘ�｢��54ｨ婿8�*h,Iyi8x+X,H*(.俑R�

ヰ十個人で追究する.(対応する辺を比較する.)+ 

か a る_ .多 ま と め ��劔冓仁仕.それ<札冊になつ- てL,tちかをキえさせる.tA舛← 畠急き_≦ ▲て書てLfうてい与増量にf*. 

5-ベアで交沖をする 劔剳�7��~�,h.(,ﾘ,h*H+X,I�h*｢�^�*H-�*�+xｾX/�xｸ+ｸ.iu�,�ﾂ�

■琴羅内容監-◎労務触鵡肯き.畿鵬蒔き)を盆成増ア醸鹿骨愚=藍で.昏≡ 

舟巾卑見にさせせもつ.. 劔劍6��(uI�R蹤ﾄ�FﾅB粭����X艾,hｾﾘ*�,H,�*ﾒ鞴�,h8ﾒ頡ﾒ�

6､全体で確認をする◆ 

･卓-碇の長さと棉巾長さの両方を2憎にしてL 劔冰�.儷�,X詆+iV｢�����7�(h.����ﾈ+8+�.�+�,h,R�(��

書萄-素怒蕎壷三.豊警環濠竜豊や鷺漂-蔑垂莞譜を;藷…ニ~-Jwで,一一重苦等義一き奇声 劔劍,i�亥渥ｸ,h*)u�?�,hｮ��

･(3...番の長さたけを2倍にして★碑の長さは千巾ままなので通う好 劔劍+x.停��f�+x-�(⑤ｨ,�-8*I�齏R�,俑ﾙ,��8/�.�+�+ｸ.ｨ.x,ﾂ�I(ﾛｸ,�,(*(,Hｬ胤xｽ�,凅ｸ-��2�

巨約両!/J上し小げ.立て仙棚l二.+i圭し号二十 

7.神官開潜+ 

やぎ ノ∋ 唳�9'ｸｪﾉkxﾗｩ�)yYeﾙ��+�*ｸ.��揵o�馥ﾘ�/�Kｸ�����.亊H��,偃h.��yZR��劔剽^とする.川七十t*,嶋正】..1 
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7　成果と課題

○単元指導計画に算数用語や児童に使わせたい表現を明記したことは､教師自身が何にこ

だわって教えるべきかを明確にもつことができた｡

03人グループでの交流は､課題解決に向かって話し合おうとする意欲が見られ､学習内

容の定着にもつながった｡

○交流活動は､自分の考えを話すことが苦手な児童にとって､少人数だからこそ話せる機

会となり､有効な活動であった｡また､算数が楽しいという思いにもつながった｡

○問題文の意味をとらえられるようになってきたことは､具体物を用いた問題提示が有効

だったと考えられる｡

▲交流活動は算数科だけでなく､他教科の授業の中にも取り入れて､行っていく必要があ

る｡

▲ヒントカードは考えをもつことができない児童にとって有効な手立てとなるが､与え方

や内容を精選しないと児童が頼り切って結局自分の力で考えないことにつながってしま

うこともある｡

8　授業改善
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